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30期提言と生成系AI



第30期提言の概要



https://www.library.metro.tokyo.lg.jp/guide/about_us/kyougikai/proposal/index.html



検討の背景



• デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針（2020） 

• デジタル・ガバメント実行計画（改訂）（2020） 

• 自治体デジタルトランスフォーメーション推進計画（2020） 

• 「デジタル田園都市国家構想」総合戦略（2022）

近年における政府の取組み
検討の背景



• 『未来の東京』戦略」（2021） 

• 基本戦略の一つとして「デジタルトランスフォーメーション
（DX）で『スマート東京』を実現」を定めた 

• 「都民の様々な課題を解決するツールとしてDX がある。東京都
が進める政策推進に当たり，先端技術を積極的に活用することで
都市全体をスマート化。すべての人が快適に暮らし働くことがで
きる社会を築く」（p.2）

近年の東京都の取組み
検討の背景



• 「都立図書館在り方検討委員会 最終報告～AI時代の都立図書館
像～」（2021） 

• 都立図書館の課題として3点を指摘 

• AI時代への対応の遅れ 

• 来館サービスへの偏重 

• 情報の創造・発信が不十分

都立図書館在り方検討委員会





DXの定義と提言の全体像



• エリック・ストルターマン： 

• ICTの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化さ
せること 

• 経済産業省： 

• 企業がビジネス環境の激しい変化に対応し，データとデジタル
技術を活用して，顧客や社会のニーズを基に，製品やサービ
ス，ビジネスモデルを変革するとともに，業務そのものや，組
織，プロセス，企業文化・風土を変革し，競争上の優位性を確
立すること

DXの定義



• デジタイゼーション：既存の紙のプロセスを自動化するなど，物質
的な情報をデジタル形式に変換すること 

• デジタライゼーション：組織のビジネスモデル全体を一新し，クラ
イアントやパートナーに対してサービスを提供するより良い方法を
構築すること 

• これらに対してDXは「デジタル技術を用いて，旧弊を打破し根本的
な革新をもたらすイノベーションを起こすもの」と捉えられている 

• 提言はDXの他，デジタイゼーション，デジタライゼーションと関係
する事業も含む

DXと類似の概念



• 目標：いつでもどこでも誰でも利用できる図書館 

• 以下2つの側面を検討 

• 図書館におけるDXによる利便性向上：都立図書館のDXについ
てあらゆる領域をターゲットに検討 

• 利用者の変化に応じたサービス：「図書館におけるDXによる
利便性向上」を土台として，特定の利用者群を想定してサービ
スを検討

30期提言で目指す図書館像



6つの柱
図書館におけるDXによる利便性向上 



提言の全体像



提言の内容



DXの推進により，都立図書館の既存のサービスを変革し，同時
に新しいサービスを開発していく。DXにより全都民（非来館者
を含む）へのサービスを強化する。島しょ部等も含め，「いつで
もどこでもだれでも」サービスを使えるようにする。 

1.サービスのDX

（３）都内図書館を一つに

（４）都立図書館が使用するプラットフォーム

（１）レファレンスサービスのDX

（２）自宅からコレクションに出会う



1-1.レファレンスサービスの DX



1-2. 自宅からコレクションに出会う



資料のデジタル化やデジタルコンテンツの充実によって，新しい図書館像を創造
する。具体的には，電子書籍コレクションを充実し，島しょ部等のサービス空白
地域への支援を実施する。また，都立図書館の貴重書コレクションのデジタルア
ーカイブを整備・充実し，所蔵資料の可視化とPRに努める。さらに，東京都のウ
ェブページのアーカイビング，オープンデータの蓄積保管，活用なども検討する。

2. 情報資源のDX

（３）コレクションへのアクセス向上 

（４）迅速正確な収集管理 

（１）デジタル資料の充実 

（２）デジタルアーカイブの充実 



2-1.デジタル資料の充実



2-3.コレクションへのアクセス向上



DXにより利用者が快適かつ安全に利用・滞在できるようにする。職員の執務エリアや書
庫等のバックヤードも対象範囲に含む。具体的には，各種手続きや，施設管理のDXを推
進する。また，複写の料金支払いのキャッシュレス化や各種申請のオンライン化をすすめ
るとともに，AIを活用した自動空調管理，防災・セキュリティ対策などを実現する。ここ
には，中央図書館の施設更新時などの機会を捉えて実施することが適当な提言も含む。

3. 施設・空間のDX

（３）働きやすい職場空間 

（１）快適な利用空間

（２）新たな価値創造空間



3-2. 新たな価値創造空間



DX推進組織・担当部署を設置するなど，DX推進に必要な体制を構築する。組
織の意思決定では，データの収集・分析とそれに基づく意思決定（EBPM）の
仕組みづくりが求められる。同時に図書館の業務フロー，予算構造の再検討が
求められる。予算構造については，事業単体で費用対効果を判断するのではな
く，DXの業務全体への波及効果を踏まえることが重要である。 

4. マネジメントのDX

（５）利用者へのリーチ 

（３）EBPMの推進

（４）働き方の改革 

（１）組織体制の改革

（２）職員の研修



4-1. 組織体制の改革



4-3. EBPMの推進



公立図書館界を代表する図書館として，公立図書館のDXを牽引する。特
に，都立図書館には，首都東京の図書館として，自館のみならず都内，
さらには全国の公立図書館のDXをも推進する取り組みが期待される。な
お，国立国会図書館や基礎自治体図書館との間で，都立図書館独自のポ
ジションを明確にする必要がある。

5.DX推進のリーダー 

（３）イベント情報の標準化と共有

（１）都内図書館や都立学校等との連携強化 

（２）出版業界団体や関係省庁等への働きかけ



5-2. 出版業界団体や関係省庁等への働きかけ



5-3.イベント情報の標準化と共有



各種プラットフォームの技術・サービスを積極的に活用し，都立
図書館が取り組むべき課題にリソースを集中する。

6. プラットフォーム・既存技術の活用 

（１）プラットフォームの活用

（２）ICTツールの活用



6-1.プラットフォームの活用



6-2. ICTツールの活用





図書館界における生成系
AI活用の議論



• 提言後，図書館と生成系AIについて様々な議論がされるように 

• 図書館への活用として，以下のような議論がされている 

• 例）目録作成等の支援 ，利用者のリテラシー獲得支援，レフ
ァレンスへの活用，利用者の情報検索支援，大量の学習用デー
タの保有

生成系AIに関わる議論



https://blog.calil.jp/2023/03/chatgpt.html



• 以下のような課題が指摘されている 

• 例）著作権 ，学習データの課題（個人情報，利用者とのやり
取りの情報），倫理的問題（偏見の助長），ハルシネーショ
ン，情報の流出 

• 第30期提言と関わりのある部分もある 

• 例）AIを活用したレファレンス（1-1），EBPMの推進
（4-3），プラットフォームの活用（6-1），ICTツールの活用
（6-2）

生成系AIに関わる議論


